
『NANA』 、

あ るい は引 き裂 か れ る母 と子 の物 語

少女マンガと母性の問題

打 田 素 之

1.引 き裂 かれる子供 たち

月 刊 誌 「ク ッキ ー」(集 英 社)誌 上 に 連 載 中 の 『NANA』(矢 沢 あ い 作 、1999

年 ～)は 、 音 楽 メ デ ィ ア の 世 界 に お い て 成 功 をお さ め る 二 つ の ロ ッ ク ・バ ン ド

の メ ンバ ー た ちの 物 語 で あ る。 こ の作 品 は少 女 マ ン ガで あ りなが ら、シ ンデ レラ ・

ス トー リー の 拒 否1、 性 的 な場 面 や会 話 の頻 出、 ヒ ロ イ ン・奈 々 の妊 娠 な ど、 い わ

ゆ る 「正 統 派 」の 少 女 マ ンガ に は在 り有べ か ら ざる 要 素 が い くつ も存 在 して い る 。

しか し、 こ う した 過 激 な要 素 の み が 、 この 作 品 を特 徴 づ け て い る わ け で は な い 。

と言 うの も、 『NANA』 は 、 親 を欠 い た 家庭 に 出 自を もつ子 供 達 が多 数登 場 す る 、

母 と子 の 関 係 を テー マ と した 物 語 だ か らで あ る。

た と え ば、 も う一 人 の ヒ ロイ ン、大 崎 ナ ナ は、 少 女 時 代 に母 親 に捨 て られ(図

版1、 第16巻2p.144)、 祖 母 に育 て ら れ た存 在 で あ る。 未 婚 の 母 か ら生 まれ た 彼

女 に父 親 の 記 憶 は ない 。 彼 女 は高 校 中 退 後 、パ ンク ・ロ ッ クの 世 界 に 入 り、ブ ラ ッ

クス トー ンズ(以 下 ブ ラ ス ト)の ヴ ォー カ ル と して活 躍 して い る。 彼 女 の恋 人 、

レ ンは、 もう一 つ の ロ ック ・バ ン ド、 トラ ッ プ ネス ト(以 下 、 トラ ネス)の ベ ー

シ ス トで、 幼 児 の 頃 に港 の 倉 庫 に 捨 て られ 、15歳 まで 孤 児 院 で 過 ご して い る 。

レ ンの 友 人 、ヤ ス(ブ ラ ス トの ドラ マ ー)は 、両 親 を幼 く して 交 通事 故 で亡 く し、

1

2

拙 論 は 、 昨 年 「研 究 紀 要 』 第50号(神 戸 松 蔭女 子 学 院大 学 学 術 研 究 会 発 行)に 発

表 し た 《NanaouunehistoiredudechirementSh6jyo-mangaetproblemedela

maternite》 を翻 訳 し、 そ れ に加 筆 した も ので あ る。

ナ ナ の タク ミ との 結 婚 は 、 も ち ろ ん シ ンデ レラ ・ス トー リー の 成 就 で あ る が 、 この 作

品 の 物 語 の 中 心 と な るの は、 ナ ナ と レ ンの 恋 の 顛 末 で あ る 。

矢 沢 あ い 「NANA』(集 英 社 リ ボ ン ・マ ス コ ッ ト ・コ ミ ック ス 、2000年 ～)。 コ ミ ッ ク

ス は2010年1月 現 在 、21巻 まで刊 行 され て い る。
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図 版1「 ナ ナ と母 との 別 れ」

(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)

その後 は養父母に引 き取 られている。 トラネスの リーダー、タクミは一応両親

のそろった家庭の出身だが、父親は酒浸 りの暴力的な男で、家族にかまうこと

を知 らない男である。その苦労からか、タクミの母親は彼が高3の ときに病死

している。

もちろん、 『NANA』 にはナオキ(ト ラネスの ドラマー)や ノブオ(ブ ラス ト

のギタリス ト)の ように普通に両親が存在する家庭の出身者 もいるが、 この作

品には不幸な少年 ・少女時代を過 ごした若者が余 りにも多いのである。他にも、

トラネスの歌姫、レイラは6歳 の時に父親を亡 くしているし、ブラス トのベー

シス トであるシンの母親 は、彼が生まれると同時に自殺したとされる。シンは

父親が彼のことを他人の子であると考えていたため、 自分の出生は望まれたも

のではなかったと信 じている。彼はマネージャーの美里に出自を尋ねられて、

母親が彼を 「産まなきゃよかったんだ」ともらしている(図 版2、 第8巻p.48)。

このように、それぞれのバ ンドの4人 中3人 までが問題を抱えた家庭、言い

換えるなら、「引き裂かれた」家庭の出身者である。パ ンク、あるいはロック ・

グループは、通常 これほど親を欠いた家庭の出身者によって構成 されているの

であろうか。そんなことは 「ない」はずである。では、なぜ 『NANA』 にはこれ

ほど多 くの不幸な若者たちが登場するのであろう。

この問題を考える上でヒン トとなるのは、引き裂かれているのは、なにも登
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場人物の家族だけではないということである。物語の進行とともに悲劇の色彩

を強める二つ恋愛 もまた、「引 き裂かれた」魂の ドラマ として提示 されている。

作中でナナはレンと恋愛関係にあ り、シンはレイラと愛人関係にあるが、彼女

らの自我もまた、理想 と現実の問で 「引き裂かれた」 二揺れ惑 う存在 として描

かれている。

2.引 き裂 かれる 自我

そこで、まずナナの自我が恋愛において どのように分裂させ られているのか

を見て行こう。

王子の到来を夢見る少女マンガの主人公 とは異なり、ナナは恋愛成就を人生

における最高の価値とは考えていない。レンが東京へ発つことが決まったとき、

彼女は彼について行 くことを拒む。恋人の出発に際して、ナナは次のように言 う。

「だけど、あたしはレンのために/何 をしてあげられただろう/こ のまま

べつに/歌 なんか歌えな くなっても/レ ンと一緒に東京へ行って/レ ンの

ために せめて毎日/ご はんを作って部屋 を磨いて/レ ンの子供を産んで

/そ うする/べ きなのかもしれない/そ れだって/充 分す ぎる程の/幸 せ
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図版3「 レ ンの妻 とな る こ とを拒 む ナ ナ」

(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)
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じゃ ない か 」(第1巻p.160、 図 版3)

これは、明 らかにシンデレラ ・ス トーリー として人生を捉 えることの拒否であ

ろう。ナナはここで自分の夢が、恋愛の成就=結 婚 とは交換不可能であること

を表明している。そ して、彼女はブラス トの仲間達 と東京で成功 を収めた後 も

この意志を貫いている。ただ、ここで注意 してお くべ きことは、彼女の 自我の

分裂は、 レンとの共同生活が成った後も変わりがないということである。実際、

二人はスキャンダルを逆手にとって同棲生活を始めるのだが、彼女が仕事 を続

ける限 り二人に平穏が訪れることはない3。レンを海外でのレコーディングに送 り

出した後、彼女は次のように独白する。

「最後 じゃねえのかよ?/で も/戻 ってきて も/同 じだと/思 うんだけど」

(第16巻p.48)

最初のセリフは、二人で朝食を取るのが 「最後 じゃないのか」という意味であり、

後半の 「戻 ってきて も同じだ」 というのは、 レンが夫然として仕事を終えて海

外から帰っても、私は変わっていない=同 じ、つまり依然として、レンとの生

活のために仕事 を捨てるつもりはない と宣言しているのである。一方 レンの方

は、彼女が自らの夢を捨てることがで きないことに理解を示 しつつ も、彼女が

常に自分のそばに妻 として居 ることを望んでいる(第14巻p,90)。 我々は、こ

こに 『NANA』 の表面上の過激な意匠とは別に、非常に保守的な少女マンガのイ

デオロギーを読み取ることが可能であろう。レンに愛 されてあるためには、ナ

ナは夢を断念するしかないのである。従って、共同生活が可能になったとしても、

歌手 としての生活を放棄 しない限 り、彼女の自我は永遠に理想 と現実の間で引

き裂かれてあることになる。

同様に、レイラとシンの恋愛も理想 と現実の間で引 き裂かれた恋人達の物語

となっている。 レイラは幼馴染のタクミ以外の他人を愛することが不可能であ

3こ の意味で 『NANA』 は一見 シ ンデ レラ ・ス トー リー を拒 否 して いる ように見えて、

実 は非常 に保守的 な少女マ ンガだ と言 える。
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ることがわかっていなが ら、16歳 で体を売るシンと恋に落ちる。シンは、彼女

が タクミに愛 されない孤独 を紛 らわすために自分を求めていることを知 りつつ

も、レイラとの関係 を続ける。 しか しなが ら、彼 らの愛に嘘はない。タクミが奈々

を選んでいる以上、レイラの恋は永遠に彼 とシンの問で引き裂かれた ものとな

る。

これ ら二つの例が示 していることは、『NANA』 に描かれる恋愛の裂吊状態が、

いずれ も 「理想の私」と 「現実の私」4の間にある軋礫に起因しているということ

である。このことは、『NANA』 が孕む裂吊のテーマが、自我二アイデンティティ

の二重性 と深 く結びついていることを示唆するのだが、『NANA』 の結構が少女

マ ンガ得意の 「分身の物語」の枠組みを取っていることを知るなら、我々は作

中に描かれる登場人物たちの選択不可能性の問題を通 して、「引 き裂かれた子供

たち」の問題へ とた どり着 くことが可能である。 と言うの も、少女マ ンガにお

ける分身二分裂のテーマは、母 と子の問題と密接に結びついているか らである。

次節では、これ ら二つ問題系列がどのような関係にあるのかを見ることにする。

3.少 女マ ンガにおける 「分 身」 の問題

『NANA』 が、同 じ名前をもち同じマンションに住む同年齢の二人の女性の物

語であることは、この作品が 『リボンの騎士』(手 塚治虫作、1953年 ～1956年)

以来の 「分身」(あ るいは 「双子」)の 物語の系譜に属することを示している5。

藤本由香里によれば、「初期の双子マ ンガというのは、なんらかの要因で片方

が裕福 に、片方がそれ とは対照的な環境で育ち、その後 に二人がめ ぐりあって

さまざまな事件の後に出生の秘密が明かされ、大団円を迎える、といったパター

ンが多かった」6。しかし、この貧富の差に基づいた対照は、日本が豊かな国にな

4ナ ナの場合 はレンの妻 としての私(理 想)と 歌手 としての私(現 実)。 レイラの場合 は、

タク ミの恋人 である私(理 想)と シンの愛 人で ある私(現 実)。 男性 の側 も、女性 た

ちの二重 の欲望 を理解 し受 け入れ ているこ とか ら、彼女 らと同 じ二重性 に さらされて

い る。

5主 人公 のサフ ァイアが男の子の心 と女 の子 の心 をもった ヒロインである ことは言わず

もが なの ことであ ろう。

6藤 本 由香里 「分身 少女マ ンガの中の 「もう一人の私』」in「マ ンガの社会学』(宮

原浩二郎 、荻 野昌弘編、世界思想社 、2001年 、p.83)。 以下、 この論文 か らの引用 は、

引用文の後 にペー ジ数のみ記す。
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るにつれ消滅 して行 く。 日本社会が高度経済成長を達成する過程で、少女マン

ガから 「別れ別れになった双子の物語」 という設定は消え去るのだが、「分身」

への嗜好は生き残 り、内在化される。藤本は言う、

「この 頃(1970年 代 、筆 者 注)か ら少 女 マ ン ガ は、あ るが ま まの 自分=「 現

実 の 自己 」 と、 理 想 の 自分 、 な い し は他 者 の 期 待 を 投 影 さ れ 、 そ れ に答 え

よ う とす る 自分 二 「あ り うべ き 自己 」 との 間 の 分 裂 と葛 藤 とい う テ ー マ を

深 化 させ て い く。 そ の 時、 双 子 二分 身 とい うの は、 そ れ を描 き出 す た め の

格 好 の 装 置 と して 機 能 した 。」(p.88)

これを 『NANA』 に当てはめるなら、大崎ナナと小松奈々が、性格や人生の目的、

育った環境などの点でどれほど異なっていようと7、説話論上は二人を独立した個

人 とみなすことはで きない。むしろ、そのコントラス ト故に両者は一つの人格

の二つの側面を表 していると考えられるべ きである。従って、『NANA』 という

作品は、二人のNANAを 登場 させながら、少女たちに理想の自己と現実の私の

二つの人生を生きることを可能にしているのだ。

ところで、 こうした理想の自己への憧れは少女マ ンガ特有の現象であろうか。

少年達 は 「ありうべ き自己」への変身を夢見た りはしないのだろうか。少 し少

年誌を開いてみれば、少年マンガの世界には、地球(又 は宇宙)を 救うためにスー

パーヒーローへ と変身す る登場人物に満ち溢れている。少年 と少女のアイデン

ティティの違いに関して、藤本は夫となることは、妻 となることと 「けっして

同値ではない」のだと述べ、その違いを次のように指摘している。

「「性 」 は、少 女 マ ンガ の 中 で つ ね に 、「分 身 」 が現 れ る 契機 で あ り続 け る 。

思 春 期 の少 女 に とっ て 「女 で あ る私 」 は 違 和 で あ る。 だ が や が て 少 女 は

そ の ア イデ ン テ ィ テ ィ を引 き受 け(ニ 「女 」 に な り)、多 くの 場 合 、妻 に な り、

7先 に述べ た ようにナナは両親の ない家庭 で育 ち、歌手 として成功す るこ とが生 きる目

的で あるが、奈 々は夫婦仲円満 な家庭 で育 て られた子供で、幸せ な結婚 をする ことが

人生最大の 目的であ る。
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母 に な っ て い く。 妻 に な る と い うの は、 自分 で あ りな が ら同 時 に他 者 の ア

イ デ ンテ ィテ ィ に と りか こ ま れ る こ とで あ り(…)、 母 に な る とい うの は 自

分 の 中 に他 人 を孕 み 、 自分 の 一 部 を分 離 して 他 人 を作 り出 す こ とで あ る。

こ こ に、 女 性 の 意 識 の 中 に多 様 な 「分 身 」 と か 「も う一 人 の 私 」 が 生 ま

れ る素 地 が あ る。

つ ま り、 女 性 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ とい うの は、 他 者 の 視 点 を 内 面 化 し、

つ ね に 他 者 との 関 係 に よ っ て揺 れ 動 く もの で あ り、 男 性 の よ う に一 貫 した

ア イ デ ン テ ィテ ィ を保 ち 続 け る こ と は難 しい 。 そ れ ほ ど女 性 の 自我 の輪 郭

は曖 昧 で変 化 しや す く、 だ か ら こそ 女 性 は 「分 身」 とか 「も う一 人 の 自分 」

と い うテ ー マ に これ ほ ど惹 きつ け られ る の で あ ろ う。」(pp.73-74。 省 略 は筆

者 。 以 下 同様 。)

藤本は、少女は少年 と異な り、思春期 における肉体の変化、そ して妊娠を伴 う

結婚生活という、その性的な身体の変化を通 して、自我の二重性 を体験するの

だと言う。こうした変化によって引き起こされるアイデンティティの不安定さ

の表現が、「分身」あるいは 「もう一人の私」なのだとされる。

確かに、性的 ・肉体的変化が、少女の心性を少年のそれと異ならせているこ

とは明 らかであろう。また、少女が体験する身体的変化が、男がもつアイデンティ

ティとは異質の自己意識 を形成することも確かなことであろう。 しか し、だか

らと言って、このことが少女マ ンガにおける分身 二双子のテーマの特権性 を十

分に説明 しているようには思えない。もしも、少女マンガが複数のアイデンティ

ティを描 きたいのなら、少年マンガがやっているように理想の自己(た とえば、

王子 と結婚するシンデレラ)へ と変身する登場人物 を創造することによって、

アイデンティティの複数性 を表現すればよいのではないだろうか。 しかし、少

し考えてみればわかると思うが、私たちは主人公が超人へと変身する物語 を読

んでも、自己意識の二重性 を感 じることなど微塵 もない(ス ーパーマ ンが自己

同一性に不安 を感 じているようでは、悪を倒すことなどできるはずがない)。つ

まり、 この方法を用いては、アイデンティティの不安定さは表現できないので

ある。では、分身少女 ものの何が 「女性」の自我の不安定さ ・曖昧さを表現す
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るの だ ろ うか 。

4.分 身 と女 の時間

この問題を解明するには8、少年マンガにおいて分身がどのように現れるのか、

より厳密には、変身がどのように起 こっているのか、を知 らなければならない。

少年マ ンガの ヒーローものを読んでいて気付 くことは、当た り前のことだが、

スーパーヒーローは変身の後にしか現れないということである9。言い換 えるな

ら、超人的な存在は変身以前の凡人としての主人公 とは決 して同時に存在する

ことはない ということである。それに対 して、少女マンガの分身は自らの分身

と共存するのが普通である。この事実は、夢想のレベルにおける少女=女 性の

時問意識が、少年=男 性のそれと異なっていることを示唆する。要は 「継起性」

の問題なのだ。

少女たちが もつ時間意識は、少年たちのそれとは異な り、順序 二順番に拘束

されたものではない と考えられる。ジュリア ・クリステヴァに拠れば、男性 は

時間を通常 「線的なもの」として捉 えているが、女性はそれを 「裂け 目も割れ

目もない」「想像空間のよう」なものとして意識 している10。こうした順番のない・

空間のような時問意識の中では、当然のことなが ら、対立するものの共存が許

され、「現実の私」が 「理想の私」と同時に存在することが可能となるll。だから

8上 野 千 鶴 子 が 言 う よ う に、 「マ ン ガや ア ニ メ な ど 日本 の サ ブ カ ル が 、性 別 非 対 象 的 な

ジ ェ ン ダー ・セ グ リゲ ー シ ョン(性 別 隔離)の も と にお か れ て きた こ と は常 識 で あ る。」

(上 野 千 鶴 子 「腐 女 子 とは だ れ か?一 サ ブ カル の ジ ェ ン ダー 分析 の た め の 覚 書 」in「 ユ

リ イ カ』2007年6月 臨 時増 刊 号 「腐 女 子 マ ンガ体 系 」、 青 土 社 、p.31)従 っ て 、 日本

の マ ンガ や アニ メ は、 しば し ば少 女 一女 性 と少 年 一男 性 間 の 性 差 を 示 す 格 好 の例 を提

供 し て くれ る。 我 々 は 少 年 マ ン ガ を通 して男 性 性 の 符 牒 を、 そ し て少 女 マ ンガ を通 し

て 女 性 の セ ク シ ュ ア リテ ィの 特 性 を見 出 す こ とが で き る。

9鳥 山 明 の 『ドラ ゴ ンボ ー ル 』(1984年 ～1995年)の 例 を思 い 出せ ば 、 容 易 に理 解 で き

るで あ ろ う。

10ジ ュ リ ア ・ク リ ス テ ヴ ァ 「女 の時 間」in「 女 の 時 間』(棚 沢 直 子 、 天 野 千 穂 子 編 訳 、 勤

草 書 房 、1991年)、p.120。 初 出 は 、34ノ'44CahiersdeRecherchedeS.T.D.,no.5,Universite

Paris7,19790

この 同 じ論 文 の 中 で 、 ク リス テ ヴ ァは 次 の よ うに 述 べ て い る。

「いず れ に せ よ、 ヨー ロ ッパ の フ ェ ミニ ズ ム 運 動 は、 簡 単 に男 性 的 と さ れ て い る

文 明 的、 脅 迫 観 念 的 、 線 的 時 間 性 と い う概 念 に 対 して 、 三 つ の 態 度 を とっ て い る

こ とが 観 察 で き よ う。」(同 上 書 、p.123。 下 線 は筆 者)

ll「NANA』 が 、他 の少 女 マ ン ガ と比 較 して も、 と りわ け 「女 の 時 間 」 意 識 に従 って 描 か
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こそ、少女マ ンガにおいては、ナナと奈々のように分身あるいは双子の ヒロイ

ンの物語が しばしば語 られてきたのである。

そ して、こうした時間性は妊娠時の女性の意識 と強く結びついている。藤本

も指摘 しているように、妊娠は女性に胎内の子 との関係 において自己 と他者の

共存を強 く感 じさせる契機である。クリステヴァの言葉を引こう。

「妊娠 した女は二分化の試練にさらされ ます。(…)つ まりアイデンティ

ティの限界を絶えず問い続ける二分化です。これは私なのか子どもなのか、

私の身体なのか子どもの身体なのか。」12(下 線は筆者)

この自=他 の融合感覚は、『NANA』 を読み解 く上で大きな鍵を私達に与えて

くれる。と言 うのも、この作品は、少女マ ンガには珍 しく妊娠する主人公 を登

場させた上に、その生々しい子宮の写真まで挿入されているからである(図 版4、

第8巻p.63)。 そして、 さらに重要なことは、ナナと奈々が、後者のタクミとの

結婚 を機に決裂=分 離するまで住んでいた707号 室が、 まるで子宮 を象徴する

かのように描かれていることである(図 版5、第11巻p.43)。 つまり、ナナと奈々

が住んでいた部屋が、子宮のイメージで捉えられていると言 うことは、二人の

存在が単に少女の自我の二重性を表 しているというだけではな く、彼女達の関

係が、実は母 と子の関係 と同値であるとい うことを示 しているのではないだろ

うか。

さらに、子どもを懐妊 した女性のアイデンティティの境界が、その意識内部

において 「絶えず問い続け」 られているということも忘れてはならない。ナナ

とレイラの苦 しみは、両者共に永遠に続 く恋の未決状態にあった13。これは、妊

れ た 作 品 で あ る こ とは 、 重 ね られ る コマ 、 過去 ・現 在 ・未 来 の時 制 の 交 錯 、 頻繁 に挿 入

され るモ ノロ ー グ な ど、 どこ か ら読 み 始 め た らよい の か 一 見判 断 のつ か な い ペ ー ジ構 成

に現 れ て い る。 コマ の 順 番 に従 って 展 開 す る少 年 マ ン ガ を読 み慣 れた 読 者 に とっ て、 こ

の 作 品 は非 常 に読 み 難 い 作 品 と な って い る。 また 、 「NANA』 の 場 合 、 コマ と コマ が 常

に実 線 で 区切 られ て い て 、 ほ と ん ど コマ 同士 の 問 に空 間 二間 白が ない こ とは 、逆 に 問 白

に よる コ マ割 りを厳密 に守 る作 品 が、 男 性 原 理 に従 って 描 か れ てい る こ とを示 唆 す る 。

12ク リス テ ヴ ァ 「性 の 他 者 」in同 上 書 、p.ll1。 初 出 は、Sorciere,no.10,Albatros,1977。

13ナ ナ の場 合 は 、 レ ンの 妻 と して 家 庭 に納 ま る の か 、 歌 手 と して 身 を立 て る か の 二 者 択
一 で あ り、 レ イ ラの 場 合 は シ ンの 恋 人 で あ りつ つ 、 タ ク ミ を愛 す る こ と。
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図版4「 奈 々 の子 宮 の写 真 」

(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)

図版5「 ナ ナ と奈 々 の部 屋 、707号 室 」

(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)
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婦の自我意識の曖昧さの形を変えた表現だったと言えよう。

このように、『NANA』 に描かれる裂吊のテーマが、常に子宮内における母子

の融合 一分離状態にその根源を求めることがで きるとするなら、冒頭に言及し

た引 き裂かれた家庭を出自とする子ども達の数の多 さも、この観点か ら解答が

求め られるべきであろう。

5.『NANA』 と母性 の問題

考えてみれば、『NANA』 に登場する多 くの子供たちは、そもそ も母親 を欠い

た存在であった。ナナもシンもヤスもレンも、物心ついた時には、母親は彼 ら

の傍にはいなかった。 タクミの母親もまた彼の高校時代に病死 している。 レイ

ラの場合 のみが少 し例外 となるが、彼女 も母親の愛 には恵まれてはいなかっ

た14。

つまり、ブラス トと トラネスの構成メンバーのほとんどは、実の母の愛 を知

らずに成長 した子 ども達なのである15。もちろん、ここに挙げた6人 全員が母性

的な愛 情に恵 まれなかったわけではない。ヤスは少年時代に両親を亡 くしたと

はいえ、慈愛に満ちた養父母に育てられているし、タクミと母の関係は母親が

死に至 るまで良好なものであったと思われる。ヤス とタクミが精神的にも安定

した生活を送 り、バ ンドのメンバーから頼 りにされる存在となっていることを

考え合わせるなら、そのことは、逆に母性愛の問題が この作品おいて重要な要

素であることを際立たせていることが理解で きよう。そして、ヤスのケースは、

血の繋がった母の愛が問題なのではなく、母 としての愛二母性こそが重要視 さ

れるべ きであることを示 している。また、冒頭 に引用 したナナと母親の別離の

場面(図 版1参 照)が 、全巻を通 して4度 繰 り返される16こ とを知るなら、『NANA』

の母性へのこだわ り、母の愛への希求こそが この作品を貫 くテーマだ と言って

も過言ではないだろう。

14第18巻 で 、 彼 女 の母 親 は レ イ プ が 高 校 生 の 時 に し ば しば 男 友 達 と外 出 て い た こ とが

言 及 され て い る(p.238)。

15こ の意 味 で 、 第8巻 のp.57で レ ンが 「み な し子 ハ ッチ 』(タ ツ ノ コプ ロ 制 作 、1970年
～71年)の アニ メの フ ァ ンで あ る こ と は、 非 常 に象 徴 的 で あ る 。

16第1巻p.120、 第ll巻p.165、 第16巻p,143,p.144、 第20巻p,142。

70



今や、引き裂かれた家庭の子供たちが多数登場 している理由は明らかであろ

う。それは単なる設定の偶然などではな く、『NANA』 を悲劇17へ と導 く原動力

となっているものが、ナナ と奈々の友情の破綻 による後悔の念でもなければ、

ましてや恋人を失ったヒロインの悲 しみでもなく、母 と子が子宮の中で体験す

る悲痛なる分離の苦 しみだったか らである。だからこそ、あれほど親を欠いた(=

母性に恵まれなかった)子 ども達の存在がこの作品には必要だったのである。

(本学准教授)

17第20巻 で、雪の 日にナナ に会 うため に車 で大阪へ 出かけた レ ンは、壮 絶 な事故死 を

遂げ る。
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